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公
的
年
金
制
度
と
は

　
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
一
家
の
担
い
手
が
死
亡
し
た
と

き
な
ど
に
所
得
保
障
を
行
い
、
本
人
ま
た
は
家

族
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の
が
公
的
年
金
で
す
。

　
公
的
年
金
は
、
多
く
の
国
々
で
制
度
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
の
基
本
的
な
仕
組
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
皆
年
金

　
全
て
の
国
民
が
年
金
保
障
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

②
社
会
保
険
方
式

　
保
険
料
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
、
年
金
を
受

け
る
権
利

・
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

③
世
代
間
扶
養

　
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険
料
が
、
今
の
高
齢

世
代
の
生
活
を
支
え
、
現
役
世
代
が
高
齢
者
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
の
納
め
る
保
険

料
が
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち

「
世
代

と
世
代
の
支
え
合
い
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。

　公
的
年
金
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
生
涯
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
終
身
年
金
で
あ

る
こ
と
。

②
年
金
水
準
が
、
年
金
受
給
者
の
生
活
の
基
本

的
な
部
分
を
支
え
て
い
る
こ
と
。

③
長
期
間
に
わ
た
っ
て
収
支
が
均
衡
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　公
的
年
金
制
度
の
創
設

　
こ
の
た
め
、
わ
が
国
の
公
的
年
金
は
、
国
民
全

体
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
労
働
者
を
対
象

と
し
た
労
働
者
年
金
保
険
制
度
が
昭
和
　
年
に

17

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
　
年
に
自
営
業
者
な

36

ど
を
対
象
と
し
た
国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り

「
国
民
皆
年
金
体
制
」
と
な
り
ま

し
た
。

年
末
調
整

・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
!

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら

　
月
　
日
ま
で
に
納
付
し
た
金
額
が
対
象
で
す
。

12

31

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら
9
月

23

　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

30れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、　

月
上
旬
に
日

11

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書

（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、　

月
1
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
間

10

12

31

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
エ
ン
ゼ
ル
券

（
ご
み
処
理
手
数
料
の
減
免
）
の

申
請
に
つ
い
て
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
少
子
化
対
策
・
福
祉
対
策
の
一
環
と

し
て
、
２
歳
半
ま
で
の
お
子
様
又
は
寝
た
き
り

の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し

て
、
一
定
の
処
理
量
ま
で
の
手
数
料
を
減
免
し

ま
す
。

　
免
除
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
と

寝
た
き
り
の
要
介
護
者
に
と
っ
て
は
必
需
品
と

な
っ
た
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
が
多

く
ご
み
の
減
量
化
を
図

っ
て
も
、
排
出
さ
れ
る

紙
お
む
つ
が
相
当
量
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
減
免
の
申
請
が
あ
っ
た
家

庭
に
限
り
、
次
の
と
お
り
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ

る
ご
み
袋

（
大
））
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

　
●
誕
生
時
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
３０

　
●
１
歳
の
誕
生
月
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
２０

　
●
２
歳
の
誕
生
月
・
・
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
１０

　
●
寝
た
き
り
要
介
護
者
・
・
・
・
・
年
間
　
枚
３０

申
請
方
法

　
お
子
様
が
誕
生
さ
れ
た
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、

１
か
月
以
内
に
町
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
１
歳
又
は
2
歳
の
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
寝
た
き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご

家
庭
に
つ
い
て
は
、
年
１
回
の
申
請
を
町
民
生

活
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
●
乳
幼
児

・
・
・
「
母
子
手
帳
」
と

「
印
鑑
」

　
●
要
介
護
者
・
・
「
介
護
状
態
の
分
か
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
印
鑑
」

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
緯
　

・
２
１
１
２

４７

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

み
ん
な
で
支
え
る
公
的
年
金

「社
会
保
険
料

（国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
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避
難
に
勝
る
防
災
な
し

避
難
訓
練
に
7
7
0
人
参
加

　
　
月
2
日
、
地
震
発
生
時
に
津
波
の
襲
来

10
が
予
想
さ
れ
る
海
岸
地
域
を
対
象
に
、
新
冠

町
防
災
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
町
民
7
7
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
避
難
開
始
の
防
災
無
線
が
放
送
さ
れ
る
と
、

住
民
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
に
駆
け

つ
け
、
災
害
発
生
時
の
対
応
を
確
認
し
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
避
難
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
を

う
け
、　

ｍ
の
大
津
波
を
想
定
し
行
な
わ
れ

10

た
こ
と
か
ら
、
高
台

へ
避
難
す
る
方
が
多
く

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
泊
津
高
台
（
新
冠
共
同

墓
地
周
辺
）
に
は
、

東
町

の
避
難
路

を
登
り
、
5
自
治

会
1
6
5
人

が

避
難

し
ま
し
た

が
、
体
力
の
衰
え

て
る
高
齢
者

の

方
に
は
、
と
て
も

大
変
な
訓
練

に

な

っ
た
よ
う
で

し
た
。　


